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　2012 年のクリスマスも、依然として継続している東日
本大地震と原発事故の深刻な影響下で迎えます。特に原
発事故の影響は、福島県内はじめ影響下の地域で生活する
人々の人間存在と基本的人権を確実に侵害する影響を与え
ています。今年度の緊急事業として、以下の計画を重点的
に実施します。クリスマスのとき、みなさまのご支援を心
からお願いいたします。
■　福島県内に所在する関係福祉施設、事業所の除染事業

の早期実施

　限られた範囲を除いて、放射能に汚染された当会の福祉施設、
事業所の除染は、全く未実施の状態で放置されています。市町村
の除染事業も計画段階で末実施です。さまざまな可能性をさぐり

■  わたしたちの近況報告、そして感謝とお願い  ■

深刻な放射能被害、除染は未実施、安全な生活環境構築をご支援ください

　依然として少しも改善されない生活環境

　　　汚染土はグランドに仮置きされ、放射線量は高い数値
　　　　を持続、　この状態の改善をご支援ください

　　理事長　　山　下　勝　弘

ながら、除染事業の早期実施を推進します。
■　放射能被害を排除した食生活を含む安全な生活環

境の確保と構築の推進　
　放射能被害は、生活の全領域に拡大しています。健
康被害は勿論、日常生活にもその影響が見られます。
特に食生活領域での安全確保は、食材の選択を含めて
日常的に重要な業務になっています。福祉サービス利
用者をはじめ職員、また地域住民の放射能被害を排除
した生活環境の確保と構築を推進します。
■　改築した知的障害者支援施設「あだたら育成園」

の環境整備の実施

　東日本大震災で全壊し改築した障害者支援施設「あ
だたら育成園」では、旧園舎の解体撤去、不足してい
る日常活動支援棟の新築整備、園庭整備等の多くの事
業実施が必要な状況です。特に日常活動支援棟は、地
震で多くの建物が被害を受け撤去した関係上、利用者
の日常生活の充実のために早急に整備する必要性に迫
られています。建設費は 2500 万円で、現在募金活動
を実施しています。

 　変える力を　ください

地震、津波、放射能の恐怖　
不気味な　不安も　　
それをつつむ　希望が
クリスマスの　できごと････　
 昨年の　クリスマスは
この思いと　祈りで　迎えた。

また、クリスマスを迎えるとき、
祈りは　変えられている。
除染で　でた汚染土は　
１年以上　たった今も
グランドの　片隅に置かれている。
線量計は　今も　確実に
昨年と同じ数値を　示している。

クリスマス礼拝で　祈ること････
変える力を　ください。
変える力が　わたしたちの
希望に生きる　喜びにつながる
その祈りが　あふれる　歌声　　

「きよしこのよる　ほしはひかり」　
　 

白河めぐみ学園 白河こひつじ学園の
クリスマス礼拝と、現在の生活環境　

毎時 0.6 マイクロシーベルト前後を
示している学園建物の側の線量計

徐染後１年以上経過後もグランドの片隅に仮置きされた汚染土
白河めぐみ学園・白河こひつじ学園の
クリスマス燭火礼拝

線量計→

汚染土→

大きくひびく聖歌隊の歌声
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授産製品の詳細は、当会の
ホーム・ページをご覧ください

教会で、家庭で、幼稚園・保育園で

当会の木工授産製品を、ご利用ください

　当会の関係授産施設のユニークな製品に、木工
製品があります。木工製品は、キリスト教会関係
家具、用品、積木などの木製玩具が中心で、高品
質な製品として好評です。

　ベストセラーは木馬と幼児用
テーブル・椅子で、誕生日のプレ
ゼント等に多く利用されています。
その他、教会用品の聖餐盆、メモ
リアル・キャビネット、高品質の
幼児用小型木製玩具があります。
また須賀川共労育成園のヘチマ水、
同石鹸な
どは、テ

レビで紹介され、しだ
いに利用者が増加して
います。これからも一
層ご支援ください。
　写真 上  特製高級十字

架配布価額　10,000 円　木馬 配布価額 21,000 円 

左 幼児用椅子テーブル配布価額 19,600 円。詳細は

当会のホーム・ページをご参照ください。 

　牧人会後援会は 1971( 昭和 46) 年に社会
福祉法人牧人会設立とともに、正式に活動を
開始し、社会福祉法人牧人会の強力な協力支
援団体として、現在にいたっています。
　その主要な支援活動内容は、社会福祉法人
牧人会に連帯し、理解し、協力するとともに、
これを財政的に支援することです。
　2011 年度に牧人会後援会へ納入された会
員の会費総額は、9,511,751 円で、これは個

牧人会後援会にご参加ください

感謝と報告
後援会会長　岩村　信二

人会員と団体会員をあわせて 700 会員のみな
さまが協力してくださった結果です。この納
入された会費の中から 7,500,000 円を 2011
年度の助成金として、社会福祉法人牧人会へ
捧げました。
　2011 年度は特に、社会福祉法人牧人会が
実施した「あだたら育成園改築事業」を中心
に、社会福祉法人牧人会関係福祉施設の震災
被害復興事業を支援しました。
　2012 年度も、社会福祉法人牧人会の実施
する安全な生活環境構築等の重点事業を中心
に 1000 万円を目標に支援する計画です。引
き続きみなさまのご理解、ご加祷と共に、後
援会活動への積極的なご参加とご支援を、心
からお願いいたします。( 協賛広告 )　

当会の授産製品の詳細は、インターネットの
ホーム・ページ（http://www.makibito.com）を
ご覧ください。ご注文は、各授産施設へ電話、
FAXでお願いいたします。また、特注家具の製作
注文に応じています。具体的に本部事務局・各授
産施設にご相談、お問い合わせください。

キリスト教会から除染作業にボランティア
　困難な作業に長期間の奉仕活動を展開

　福島県内で当会が運営する福祉施設、事業所
は、放射線量の高い地域に所在しています。特
に児童・幼児が生活する白河めぐみ学園、白河
こひつじ学園、発達支援センターまきびとの所
在する地域は、放射線量が高い場所で、除染が
早急に必要でした。
　この場所の除染作業は、第一段階として児童・
幼児の生活に密接に関係する場所を中心に建物
周辺、グランド等の除染作業を継続して実施し

新しい建物を神に捧げ、利用者に仕える働きを開始 
　震災・放射能被害を克服して、あだたら育成園改築整備事業完了
　東日本大地震で全壊状態になった当会の運営
する障害者支援施設あだたら育成園改築整備事
業は、2011 年 12 月 7 日に起工式をおこない、
2012 年 6 月 18 日に建物改築工事が竣工しまし
た。その後、利用者の実際の生活・居住と、支援
サービスに必要な什器備品、設備等の調達搬入を
おこない、８月当初から利用者のみなさまは、改
築新装の園舎で生活を開始いたしました。
　改築整備された新園舎、鉄骨造平屋建、面積
965 ㎡で、旧園舎の２倍の広さで利用者の居住・
生活環境を最優先し、太陽光発電を始め環境に配
慮した設備を導入しています。
　総事業費 3 億 3500 万円 ( 園舎改築整備費、地盤強
化費、全壊園舎解体費、その他関連工事費等を含む）で、
そのうち國・県補助金 1 億 9050 万円、その他は
自己資金を充当しました。自己資金には日本キリ
スト教団を通して捧げられた海外キリスト教会支

援金も含まれています。
　依然として放射能被害が憂慮される地域です
が、わたしたちは多くの支援者の祈りのこもっ
た新園舎を神に捧げ、これを用いてさらに利用
者に仕える働きに献身する決意です。
　みなさまに心からの感謝をこめてご報告する
と共に、これからもいっそうご理解、ご支援く
ださいますようお願いいたします。

てきました。しかし、残念ながら十分とはいえ
ない状況でした。
　2011 年 11 月から、この状況を理解した日本
基督教団東京教区千葉支区に所属する教会関係
者が除染作業支援を開始、月間２回の割合で継
続して除染作業に奉仕されました。その結果、
人工芝の敷き詰められた中庭、そこに置かれた
大型遊具、据え置き型プールの徐染も完了し、
夏を迎えた７月には、児童のプール遊びも可能
になりました。
　除染作業は、根気と体力を必要とする長時間
の屋外作業で、相当の肉体的疲労を伴う重労働
です。このグループの奉仕活動は長期間の支援
プロジェクトとし今後も継続して実施されます。
それだけに、児童はじめ関係者は奉仕をされた
キリスト教会関係者に感謝の思いを強くしてい
ます。（写真左　６月、夏を前にプールの除染を
する奉仕グループ）　

多様化した当会の福祉支援活動
2012 年度は 13 種別事業を

42 事 業 所 で 展 開 

当会の 2012 年度の福祉支援活動は、障害者
自立支援法及び児童福祉法の改正と関連して 13
種別の福祉支援活動を福島県と山形県で 42 事
業所で展開しています。

特に支援活動が拡大している領域は地域社会
で生活をしている障害者とその家族を対象とし
た相談支援領域で、利用者は増大しています。

2012 年 10 月からは、障害者虐待防止関係の
支援も実施し、地域社会の福祉的需要に応え、
誠実に支援活動を実施します。ご期待くださる
と共に、ご支援をお願いいたします。

あだたら育成園新園舎外観 同　内部　洗面所 新しい食堂での食事風景


